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市議会議員として最後の定例会が閉会 
2月 25日から 3月 20日までの 23日間の日程で平成 26年 3月定例会が行われました。 

平成 26年度一般会計予算を始めとし、7つの特別会計及び、平成 25年度一般会計、特別会計補

正予算、条例改正案、土地開発公社の清算に伴う議案等、25 議案が上程され、それぞれ原案どお

り、可決、承認、同意されました。 

 私中島は、平成２６年度一般会計予算１６５億９０００万円に反対
しました。 
市長は、市が抱えた重大な政策課題の解決を選挙公約に掲げましたが、今年６月の任期満了を

目前にしても、解決に向けた予算計上がなされていないだけでなく、策すら全く講じられていないと

いう理由からの反対です。 

●平成２６年度新規事業（全てではありません。目立ったものを掲載しています。） 
協働によるまちづくり 

・市制施行６０周年記念式典開催事業 

都市交流の推進 

・友好都市（金山町）復興支援交流補助金 

安心安全なまちづくり 

・総合防災訓練の実施 

・市庁舎電気設備等改修工事 

・警防課の新設 

・消防救急無線デジタル化整備工事 

・ビデオ咽頭鏡の整備 

健康なまちづくり 

・健康ウォーキングロードの設置 

・健康チャレンジ事業の創設 

・健康づくり推進課の設置 

・高齢者肺炎球菌ワクチンの接種費用助成 

・利根保健医療圏における医療連携の推進 

・子ども・子育て支援新設制度への対応 

・子育てヘルパー事業の実施 

・清和園の指定管理 

次代を担うまちづくり 

・フューチャースクール研究事業の推進 

・北小学校２・３号館大規模改修工事 

・三田ヶ谷小学校体育館改修工事 

・南中学校部室改修工事 

・学校図書館図書システムの導入 

・須影公民館耐震補強等工事 

・産業文化ホールの指定管理 

・図書館電算システムの更新 

・体育館衛生設備等改修工事実施設計 

活力に満ちたまちづくり 

・農業基盤整備基礎調査 

・ムジナもん公認ファンクラブの設立 

・住民票にキャラクターのデザインを使用 

・富士河口湖町との交流 

・太陽光発電事業用地の貸付 

・ゴミ分別票の作成 

・市民生活課窓口業務の委託 

・第２浄水場受変電設備更新事業 
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【中島なおき（直樹）の生きざま】 

●昭和47年11月６日生まれ（4１歳） 身長184センチ 体重75キロくらい 血液型 A型 さそり座 

●埼玉栄高校普通科 日本福祉教育専門学校社会教育学科 日本大学法学部政治経済学科卒業 

●神奈川県内の児童福祉施設勤務を経て、鴻巣市社会福祉協議会職員となる 

●平成18年（33歳）埼玉県内の若手地方議会議員有志主宰の「若手政治家養成塾」へ入塾  

●平成19年（34歳)正真正銘「地盤 看板 カバンなし」から羽生市議会議員一般選挙に単身挑み初当選  

●平成23年（38歳）羽生市議会議員一般選挙に２度目の立候補 現職無所属候補のほとんどが前回よりも

票を落とす中、唯一得票を大きく伸ばし再選を果たす 

●平成26年（41歳）同年5月に行われる羽生市長選挙に出馬表明 

■所属：羽生市政を刷新する会代表 第2期若手政治家養成塾副代表  

NPO法人地方議会制度研究センター副代表理事 青年地方議員の会 

■趣味：釣り 読書 家庭菜園 写真  ■特技：ギター弾き語り バスケットボール ハンドボール 

■家族：保育士の妻 長女１２歳 次女９歳 

羽生市はどこへ向かっているのか？ 
～3月 21日（金）埼玉新聞より～ 

老朽化する清掃センター、病院の移転問題、羽生インター周辺の開発など、市が

抱えた重大な政策課題に目を背け、「独断」と「思いつき」で目先の話題作りに夢中

になっている羽生市政。羽生市は一体どこへ向かっているのでしょうか？？？ 

市長が目指すまちづくりと、市民が望むまちづくりでは、いつの間にか大きくかけ離

れてしまったように思えてなりません・・・。 

～羽生市長選挙～ 
5 月 11 日（日）告示 5 月 18 日（日）投開票 

「現状維持」か？「改革」か？明確な意思表示をお願いします。 

あなたの１票で羽生の「これから」は変わります！ 


